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    第第１１回回  総総合合都都市市交交通通ママススタターーププラランン策策定定検検討討委委員員会会のの要要旨旨  

 

日時：平成２３年８月１９日（金）午後１時３０分から４時３０分 

場所：名張市防災センター ２階 防災研修室１，２ 

 

【委員】コミュニティ交通とはどういった範囲を指すのか。また、集約連携型都市の軸としてコミュニ

ティ交通がその役割を果せるのか。公共交通という軸をコミュニティ交通、いわゆるコミュニティバス

というものを対象にしていくのではなく、民間の公共交通という部分をしっかりと捉えつつ、合わせて

コミュニティ交通というような捉え方がいいと思う。公共交通事業者がやっておられる部分も併せて、

公共交通機関が軸となるという方向で考えていくべきである。 

⇔ この総合都市交通マスタープランを考えていく場合には、コミュニティ交通だけを考える、あるい

は路線バスだけを考えるというのは絶対にあり得ないので、それぞれの役割分担について明確に位置づ

けをした上で、どちらが相応しいのか、あるいはどのように連携するのかを考えていく。利用者からす

れば、市が運営しようが民間事業者が運営しようが、バスには変わりないので、そういった考え方で検

討していく。【委員長】 

 

【委員】バスの利用者は高齢者が多いが、高齢化率などは地域によって異なり、名張市全体の高齢化率

で議論しても実情に合わない。そうした地域毎の状況を踏まえながら、高齢化が進むなかで安心して暮

せる地域づくりを目標に、公共交通機関と地域コミュニティ交通の関係、地域コミュニティ交通のルー

トをゼロベースで考える必要がある。 
⇔ 市全体としては平均的にはこういうことだが、実は地域ごとで見ると全然違う状況がある。我々

としてもそういう認識を持たないといけないし、これから議論を進めていく上でそういった全然違った

状況があるというのも想定しながら進めていきたい。【委員長】 
 
【委員】最近、「新しい公」というのが盛んに出てくる。地域も無報酬で一生懸命「新しい公」を担お

うとしているが、最後に責任を「新しい公」に押し付けないでもらいたい。 
⇔ 「新しい公」というのは地域の方々のチャンスだと思っており、まさに地域の方々が地域にとって

必要なものを考えながらやっていく、そういう時代になったと思っている。決して責任を押し付けると

かそういうわけではなく、行政と一緒に支えていく、知恵を出していく、そういう姿勢を持っていかな

ければならないと思う。特に交通は行政が一方的に何かをしても上手くいかない。【委員長】 
 
【委員】今回のマスタープランの位置づけについて、総合計画があって都市マスタープラン、その横に

その他各種計画があり、その中に地域コミュニティ交通推進方針がある。その辺りについて、コミュニ

ティバスと路線バスをどうするかということであるが、本来、法律的に言えば区分するものではないこ

とから、一緒に考えていく必要があると思っており、そうした中で今回のマスタープランは現在あるコ

ミュニティ交通推進方針に寄らざるを得ないと思われるが、今回のマスタープランと地域コミュニティ

交通推進方針の関係はどのように整理するのか。 
⇔ 交通についての一番の上位計画になるのはこの総合都市交通マスタープランであると考えており、

この考え方の中で今の地域公共交通の計画に見直すべきところがあれば、その見直しも順次進めていく。 
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公共交通機関と地域コミュニティ交通という関係だけではなく、名張市の交通について大きな役割分

担を整理していくのがマスタープランであり、その中の公共交通に関わる部分の方針を立てていくのが

今の名張市の地域コミュニティ交通推進方針だと捉えている。【事務局】 
 
【委員】長期未着手の都市計画道路の見直しを総合都市交通マスタープラン策定検討委員会で議論して

いくのか。 

⇔ 都市計画道路の見直しについては、当初の都市計画決定から 50 年が経過した今も未着手の路線が
あり、事務局としてはマスタープランの中で概ねの考え方については整理したいと考えている。それと

都市計画道路の見直しについては庁内で目標を持っており、平成 25 年度中には何とか法手続きまでい
きたいと考えている。見直しの視点としては、まずその都市計画道路が今もなお、必要な道路かどうか

ということの検証がある。都市計画道路はその機能として車を捌くだけでないことは十分承知しながら

も、交通をスムーズに捌くことが一番大きな機能なので、その機能に対して今の道路計画が本当に必要

か、他に必要な道路はないのかといった観点で検討して頂く予定である。【事務局】 

 

【委員】「中心市街地を歩いてみたくなるまち」とあるが、この場合の市街地とはどこを指し、どの様

に具現化していくのか。 

⇔ 名張の中では名張の既成市街地が一番歩いてみたくなるまちであろうと思っている。昨年、景観ま

ちづくり連続講座に約 20 名の方が参加し、名張地区を歩いて頂いたが、やはり見て頂くとその価値と
いうのを感じて頂ける方が多かった。今日、名張に来る方が少ないということはあるが、今ある財産を

どのように活かしていくのかということは色々なまちづくりでもポイントになるだろうと思っており、

その時に例えば町並みを壊した道路が本当にいいのかどうか、例えば「ひやわい」は、防災上は危険か

も知れないが、そういう風情のある通りをどのように保全していくのか、あるいは保全しないのかとい

ったことについても議論をして頂きたい。歩くということからすると名張地区は平坦で、「ひやわい」

や初瀬街道もあるということで一番歩いて趣のある地区の一つだと思っており、当然まちづくりとの関

連はあるが、そういった形や景観も含めてこれから方針で取り組んでいきたいと思っている。【事務局】 

 

【委員】ビジョンの中に「安心」･「安全」も無いし、例えば災害に対しての緊急道路とかそういうこ

との記載が全然無いが、当然触れる必要があるのではないか。 

⇔「安心」・「安全」、それから「緊急」、非常に重要な観点なので、事務局の方で次回までに整理するこ

と。「バリアフリー」という観点も当然入ってくる。【委員長】 
 
【委員】マスタープランのビジョンは、夢ではなくて実際にあるものを活用しながら、どの様に構築し

ていくのかというのがビジョンだと思う。その辺のことも考えて進めて頂きたい。 
⇔ ビジョンについては、色々な考え方がある。色々な目標が積み重なってビジョンを描くというのも

あれば、そうではなくて何も全くなしから理想のビジョンを描くというのもある。色々な考え方がある

が、私はこれからの社会を考えた時に本当は課題対応型のビジョンではなく、名張の人達が考えた素晴

らしい姿を描くのが一番いいと思う。そのビジョンに市民の方々が「そうなんだ、こんなまちになるん

だ。こんな交通になるんだ。」という期待を持って頂けるようなビジョンにしたいので、また皆様方に

ご提案頂ければと思う。【委員長】 

 


